
前期後半スタート     校長 梅川 豊   
8 月 25 日（金）、前期後半の活動がスタートしました。子どもたちは、夏休みの思

い出を胸に元気いっぱいに登校しました。学習スタート会では、「前期もあと一か月

です。四月に立てためあてについて，しっかり振り返りをしてください。終業式では

自分の成果を自信をもって話せる皆さんの姿を期待しています。」と話をしました。 

9 月１日（金）には、地震・津波災害の避難訓練を実施し

ました。地震が発生し駐車場への一次避難。続いて広報を聞

いての屋上への二次避難。そして食堂で「市民活動センター

まちから」の方の講話という内容でした。今回は、北鯖石保

育園の園児や職員の皆さんも屋上まで一緒に避難しました。 

「まちから」の方からは、防災の日の由来、中越沖地震の

災害の様子、避難するために大切なことなどを写真や資料を

使って子どもたちにも分かりやすく教えていただきました。中でも特に大事なことと

して次の点を話されました。 

〇毎年繰り返し訓練をすることに意味があり、落ち着いて行動するために訓練を真

剣に行うこと 

〇地震はいつ起こるか分からないため、普段からしっかり周りを見て「これが倒れ

ないかな」「落ちてくると危ないな」等、危険な物や場所を想像しておくこと 

どちらも、命を守るための行動として重要なことです。最後には自分の命を守るのは

自分自身です。安全な生活について考える良い機会となりました。 

今後も子どもたちにとって有意義な学習となるよういろいろな教育活動を進めてま

いりますので、ご協力よろしくお願いします。 

なお、10 月 11 日（水）は、「マラソン記録会」が行われます。子どもたちの懸命

に走る姿を是非とも応援してくださいますようお願いいたします。 

学校評価の結果について～保護者・児童アンケートの結果より～ 

 ７月の前期学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。同時期に、子どもたちにもアン

ケートを実施した集計の結果をお知らせします。いただきましたご意見は職員で共有し、後期の教育活動に生

かしていきます。 

 保護者アンケートでは、「自主学習の取組」「友達に思いやりの気持ちをもって接している」の項目の肯定的

評価が上がりました。児童アンケートでは、「ペアやグループ学習で表現することができた」「ファミリーの仲間

と協力したり仲良く遊んだりした」の項目の肯定的評価が上がりました。子どもたちは人とのかかわりの中で、

自分らしさを発揮したり、誰かのために何かをする体験をしたりすることを通して、自分が周りから認められて

いると感じ、一人一人の自己肯定感も高まります。 

読書については、児童は 86％と高い評価でしたが、保護者は 44％でした。家庭よりも学校での読書の機

会が多いかもしれませんね。若干ですが、児童アンケートで「めあてに向かってがんばる」「めあてに向かって

運動に取り組む」の評価が下がりました。学習面、生活面、運動面など様々な場面で、努力している子どもた

ちの姿を賞賛し、意欲の向上が高まるよう教育活動に取り組みます。また、今後も子どもたちの成長を、家庭・

学校・地域で連携し支えていければと考えております。引き続き、北鯖石小学校の教育活動にご理解とご協力

をお願いいたします。

ＷＥ ＬＯＶＥ 北鯖石 はばたこう未来へ！  

北 星 
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 貴重なご意見をたくさんいただきましたので、一部を紹介し学校の対応をお知らせします。なお、早めの対応が必要

と判断したご意見については対応させていただきました。また、記述文章につきましては、紙面の関係により簡素化した

文章にしてあることを申し添えます。 

記述内容 学校から 

日々、あたたかいサポートをありがとうございます。  日々の指導に対して謝意のお言葉をいただき、心から

感謝いたします。北鯖石の子どもたちのために今後も

教育活動に邁進していきますので、よろしくお願いしま

す。 

行事や校外学習が増え、子どもたちも楽しくのびのびと生活

していると実感しております。 

修学旅行や自然教室の様子が HPを通じてよく伝わりました 

子どもたちのあいさつが元気がない。（あいさつができない子

どももいる）登下校の歩き方が心配な班もあるので指導して

ほしい。 

 校内や家庭だけでなく、さらに挨拶の輪が広がるよう

に引き続き指導をしていきます。登下校についても子ど

も自ら考え、行動できるよう指導していきます。 

運動会はこれからも半日で実施してほしい。競技の縮小によ  行事や取組について、ご意見を生かしながら状況に

Q1 お子さんは、日ごろから家庭学習をしていますか。 

※学年×1０分※読書を含む※児童クラブでの学習も含む 

Q2 お子さんは、家で読書をしていますか。 

Q3 お子さんは、宿題以外の自主学習に取り組んで 

いますか。 

Q4 お子さんは、家族に思いやりの気持ちをもって接 

していますか。 

Q5 お子さんは、友達に思いやりの気持ちをもって 

接していますか。 

Q6 お子さんは、家庭や地域であいさつをしていま

すか。 

Q7 お子さんは、体を動かした遊びや運動をしてい

ますか。 

 ※社会体育や習い事を含む Q8 お子さんは、「生活がんばり週間」で、めあてを

達成しようと努力していましたか。 

Q9 学校の様子や取組は、よく伝えられています

か。 

Q10 学校は一人一人の子どもを大切にし、心を通わ

せながら教育を行っていると感じますか。 

保護者アンケート 上段：R５前期 下段：R４後

期 

保護者アンケート 記述より 



り、一競技に全力を注ぐことができる。また、家庭の負担も軽

減されていて、大変助かっている。 

応じて見直しを行っていきます。 

親も言葉遣いには、気を付けたいと考えているので、先生方も

言葉遣いに気を付けて子どもと接してほしい。 

 ご意見を真摯に受け止め、子どもたちが心身共に充

実した毎日が過ごせるよう、日々の教育活動に取り組

んでいきます。 

 

 

児童アンケート 上段：R５前期 下段：R４後

期 

Ｑ１ 学校生活は、楽しいですか？ 

Ｑ２ 自分のめあてをたてて、めあてに向かってがんばりま 

したか。    

Ｑ３ 毎日家庭学習に取り組んでいます 

Ｑ４ 自分の考えをもって書いたり発表したりして、ペアや 

グループ学習で表現することができましたか。    

Ｑ５ 学習のふり返りをして、もっと学習したい、次もがんば

りたいという気持ちになりましたか。    

Ｑ６ 本を読むことは好きですか。 

Ｑ７ 自分から元気よくあいさつをしましたか。 

Ｑ８ 友だちとなかよく生活することができましたか。 。 

Ｑ９ 友だちやほかの人のことを考えて、思いやりの 

ある行動や言葉がけができましたか。  

Ｑ１０ ファミリーの仲間と協力して活動したり、仲良く遊んだ

りすることができましたか。 

 。 
Ｑ１１ 運動することやスポーツをすることが好きですか。 

       

Ｑ１２  自分のめあてに向かって運動に取り組みましたか。      

       

Ｑ１３ 行事や活動では、自分のめあてに向かって力を出し切

りましたか。      

       Ｑ１４ 自分には、よいところがありますか。  

       

Ｑ１5 ＥＳＤマンになるために、「自分だけでなく、みんなのた

めに」「今だけでなくこれからもずっと」と考え、活動に

取り組みましたか。  

       



 

 

 

 
人権教育、同和教育学習参観（９月８日） 
今回の学習参観は、全学年で人権教育、同和教育に関する授業を公開させていただきまし

た。学年の発達段階に応じ、一番必要だと思われる題材を選び、子どもたちに示しました。特

に高学年は新潟県固有の人権課題や部落問題についての題材を取り上げました。また、その後

の学年ＰＴＡでも、授業の振り返るとともに、児童の成長や課題について話合いを行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

１年「かみひこうき」     ２年「たかしさんのズボン」  ３年「どうしたらいいんだろう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年「このままではいけない…」 ５年「差別や偏見に立ち向かう」 ６年「人権の歴史」 

 

 

 

 

10 月の主な予定 

学校のホームページが随時更新されています。ご覧ください。https://www.kenet.ed.jp/kitasaba/ 

月／日 予  定  等 月／日 予  定  等 
10／ ６ 
10／１０ 
10／１１ 
10／１１ 
10／１７ 

前期終業式 
秋季休業日 
後期始業式 
マラソン記録会 
北星朝会 

10／１８ 
10／２８ 
10／２８ 
10／３０ 
11／ １ 

スクールカウンセラー来校日 
音楽会  
引き渡し訓練（11時 25分訓練開始） 
振替休業日 
就学時検診（全校 13時下校） 

北鯖石小 ＮＯＷ ＊学校の教育活動の様子、子どもたちが頑
張っている姿等を紹介します。 

（目標）男女による決め付

けをせず、お互いの選択や

決定を認め合う気持ちをも

たせる。 

（目標）いじめに対して勇気

を出して行動しようとする気

持ちをもつことができるよう

にする。 

 

（目標）被害者や傍観者の気

持ちを考えることを通して、

いじめを許さないという強い

気持ちを育てる。 

（目標）力を合わせて不当な

ことに立ち向かおうとする意

識や意欲を、より多くの子ど

もがもてるようにする。 

（目標）人々が受けた差別や

偏見に憤り、病気に対する差

別をなくしていこうとする心

情を高める。 

 

（目標）差別は人の弱い心がつく

り出していることに気付かせ、差

別やいじめをしない生き方をしよ

うとする気持ちを高める。 


